
勘六商店の佐藤玲です。 

昨日（7/17）、ゆきの美人の蔵に行って復旧作業をしてきました。 

 

◎蔵の状況について 

 

到着時、玄関はもちろん事務所、仕込蔵（室、酒母室等）までもが、細かい泥で薄く覆わ

れていました。 

タンクに着いた汚れから、ピーク時には私の膝上まで浸水したであろうと予想。四季醸造

を誇るゆきの美人とは思えない状況に、ただ呆然。15 年前に初めてお伺いした時に座った

椅子に付着した泥を洗っていたときは大変辛い想いでした。 

嬉しいことに頼もしい支援者が続々と来てくれ、昨日の夕方には 1 日でできる作業の最

大はできました。 

ただ、この後のことを考える事もできない位、対応せねばならない事が山積しています。 

非常に厳しい状況であることは間違いありません。⾧い復興活動がスタートした昨日の夕

方でした。 

 

◎今後の酒造りや出荷時期について 

 

さて、お酒の状況について酒販店としての私の見解です（情報の間違いがありましたらお

詫びいたします）。 

現時点でもろみや瓶詰め前のお酒がなかったのが、不幸中の幸いでした。ただ、今後の醸

造については見通しが立たないと思います。機械も麹室も水に浸かりましたので時間がか

かると思います。 

お酒の出荷については、少しずつですが再開されると思います。それがいつか？はわかり

ません。兎にも角にも、ゆきの美人の再建を最大限で支援する覚悟です。 

 

◎勘六商店としての支援について 

 

今、弊店ができる事は「弊店で保管しているゆきの美人の販売」です。ゆきの美人をご心

配の皆様に、お酒を届けることも酒販店の支援と考えます。また、ゆきの美人の出荷再開の

際には、十分に入荷できるように。 

弊店としてできる他の支援策も随時考えながら、まずは目の前でできる事をやって参り

ます。 

皆様におかれましては、弊店はもとより、全国のゆきの美人取扱酒販店様および飲食店様

での、ゆきの美人のご支援をいただけましたら幸甚です。 

どうぞよろしくお願い致します。 

勘六商店 佐藤玲 


